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1 はじめに

近年，防犯対策を目的とした監視カメラ映像からの顔
画像認識に対する需要が高まっている．監視カメラ画像
における顔領域は低解像度であることが多く，これは顔
認識精度の低下を招く．この問題を解決するために，映
像中の複数枚の低解像度画像から 1枚の高解像度画像を
生成する超解像技術の利用が考えられる．この際，入力
画像間で顔向きが変化する場合には高解像度化に必要な
情報が多く取得できると考えられる．
そこで我々は，顔向き変化を利用した超解像手法を検

討してきた [1]．この手法は，異なる顔向きの画像間を
高精度に位置合わせすることで超解像を行う．しかし，
画像間の顔向き変化が大きい場合，位置合わせの精度が
低下し，結果に悪い影響を与えることが予想される．本
発表では，顔向き範囲が超解像に与える影響を調査した
結果について報告する．

2 顔向き変化を利用した超解像

超解像は，フレーム間の位置合わせ処理と再構成処理
の 2つの処理から構成される．フレーム間の位置合わせ
処理では，高解像度画像の各画素値を補完するために，
入力動画像中のあるフレームを基準として，基準フレー
ムと各フレームとの位置合わせをサブピクセル精度で行
う．本手法ではフレーム間の位置合わせ処理において顔
向き変化を利用する．
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図 1 非剛体変形による位置合わせの流れ

表 1 各入力顔向き範囲に対する PSNR[dB]

[−10◦, 10◦] [−20◦, 20◦] [−30◦, 30◦] [−40◦, 40◦]

28.44 28.36 28.12 27.90

本手法では，非剛体変形 [2]を用いることで，顔向き
の異なる画像間の高精度な位置合わせを行う．非剛体変
形は，図 1のように，まず入力画像と基準画像を用意し，
入力画像上に格子状に制御点を配置する．そして，制御
点を用いて入力画像を変形させ，変形画像と基準画像の
距離を最小化するように制御点の更新を繰り返す．

3 実験
顔向き範囲が超解像に与える影響を調査するため，異

なる顔向きの顔画像を含むデータベース1を用いて評価
実験を行った．実験では，低解像度の動画像から高解像
度画像を生成し，生成した画像の PSNRを算出した．
入力動画像として，顔向き範囲が水平角度で

[−10◦, 10◦]，[−20◦, 20◦]，[−30◦, 30◦]，[−40◦, 40◦] の
ものを各 290 人分使用した．各動画像は 5 フレームか
ら成り，顔領域は約 32× 32[pixel]であった．
顔向きが正面（0◦）のフレームを基準フレームとして

位置合わせを行い，縦横の倍率をそれぞれ 2倍として顔
領域が 64×64[pixel]となるように超解像を行った．表 1

に超解像結果のPSNRの入力顔向き範囲ごとの平均を示
す．結果より，入力顔向き範囲が大きくなるほど PSNR

が低下することがわかった．これは画像間の顔向き変化
が大きく異なるほど，位置合わせが困難になるからであ
ると考えられる．実際，顔向きが±30◦以上の場合には
正確な位置合わせが行われていない場合が多かった．こ
のことから，顔向き範囲が [−20◦, 20◦]以内であれば，超
解像に有効であることがわかった．

4 むすび
顔向き範囲が超解像に与える影響を実験により調査し

た．その結果，入力顔向き範囲が [−20◦, 20◦]以内であ
れば，超解像に有効であることがわかった．
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1（財）ソフトピアジャパンの HOIP 顔画像データベース


